
 

平成 25 年６月 24 日 

各   位 

東 京 都 新 宿 区 揚 場 町 2 番 1 号                     

大 興 電 子 通 信 株 式 会 社                       

代表取締役社長   津 玉 高 秀 

                                                  （コード番号８０２３ 東証第二部） 

問合せ先 
取締役 上席執行役員 

コーポレート本部長 山 寺  光 

（ＴＥＬ０３－３２６６－８１１１） 
 
 

（訂正）「平成 21 年３月期 第１四半期決算短信」の一部訂正について 
 
 

当社は、平成 25 年６月６日付の当社適時開示「調査結果の概算額および決算発表

予定日について」でお知らせしましたとおり、過年度決算短信の訂正作業を進めてま

いりました。 

このたび、平成 20 年 7 月 30 日付「平成 21 年３月期 第１四半期決算短信」の訂

正作業が完了しましたので、訂正内容についてお知らせします。 

訂正箇所が多数に上るため、訂正前および訂正後の全文をそれぞれ添付し、訂正箇

所には下線 を付して表示しております。 

 

以 上 



 

 
（財）財務会計基準機構会員 

【訂正後】 

平成 21 年３月期 第１四半期決算短信 

平成 20 年７月 30 日 
 
上 場 会 社 名 大興電子通信株式会社      上場取引所 東証二部 
コ ー ド 番 号 8023                ＵＲＬ  http://www.daikodenshi.jp/ 
代 表 者 (役職名)代表取締役社長      (氏名)高橋正道 
問合せ先責任者 (役職名)執行役員管理本部副本部長 (氏名)荻田修    TEL(03)3266-8111 
四半期報告書提出予定日 平成 20 年８月 14 日 
 
 

(百万円未満切捨て) 

１．平成 21 年３月期第１四半期の連結業績(平成 20 年４月１日～平成 20 年６月 30 日) 
(1)連結経営成績（累計） (％表示は対前年同四半期増減率) 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四 半 期 純 利 益

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

21 年３月期第１四半期

20 年３月期第１四半期

7,754 

9,797 

－ 

36.5 

△773

△920

－ 

－ 

△777

△907

－ 

－ 

△969 

△929 

－ 

－ 

  

 
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

 円  銭 円  銭 

21 年３月期第１四半期

20 年３月期第１四半期

△77 78 

△74  51 

－ 

－ 

 
(2)連結財政状態 

  総 資 産 純 資 産 自己資本比率 １株当たり純資産

  百万円 百万円 ％ 円  銭

21 年３月期第１四半期

20 年３月期 

18,273 

22,645 

3,224 

4,154 

17.2 

17.9 

252 00 

326 06 

（参考）自己資本 21 年３月期第１四半期 3,139 百万円   20 年３月期 4,062 百万円 
 
 

２．配当の状況 

  １株当たり配当金 

（基準日） 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 年間 

 円  銭 円  銭 円  銭 円  銭 円  銭 

20 年３月期 － － － － 0 00 

21 年３月期 －     

21 年３月期（予想）  0 00 － 0 00 0 00 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無 ： 無 

 

 

３．平成 21 年３月期の連結業績予想（平成 20 年４月１日～平成 21 年３月 31 日） 
 （％表示は、通期は対前期、第２四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率） 

 
売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期 
連結累計期間 

19,600 － △110 － △100 － △170 － △13 64 

通期 42,300 △5.6 325 189.8 356 216.2 124 － 9 95 
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（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無 : 無 
 
 

４．その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

 

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用    ： 有 

(注)詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。 

 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表

作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有  

② ①以外の変更        ： 無  

(注)詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。 

 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数 

(自己株式を含む) 

21 年３月期第１四半期 12,561,219 株 20 年３月期 12,561,219 株

② 期末自己株式数 21 年３月期第１四半期 102,151 株 20 年３月期 101,449 株

③ 期中平均株式数 

(四半期連結累計期間) 

21 年３月期第１四半期 12,459,489 株 20 年３月期第１四半期 12,470,352 株

 
 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

１、上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき算出したものであり、実際の業績は

今後さまざまな要因によって異なる結果となる可能性がありますことをご承知おきください。 

２、当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第 12 号）及び「四半期財務諸

表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 14 号）を適用しております。また、「四半期

連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 
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【定性的情報・財務諸表等】 
１．連結経営成績に関する定性的情報 

当第１四半期連結会計年度におけるわが国経済は、原油価格・原材料高騰等の影響により、消費
者物価の値上がりによる個人消費の落ち込みが顕著となり、景気は減速傾向を強めました。 
当情報サービス業界におきましては、このような経済情勢のもと、依然として受注獲得競争や価

格競争の激化などもあり、経営環境は厳しい状況が続いております。 
こうした環境のなか､当社グループは利益率向上を目的として、成長性の高い中堅企業向けのビ

ジネスに経営資源を集中することで、効率的に利益を生み出す体制を整えてまいりました。 
部門別に概観いたしますと、情報通信機器部門は、受注高 27 億 28 百万円（前年同期比 47.6％）、

売上高 35億 30 百万円（前年同期比 64.5％）と前年同期比で減少いたしましたが、これは前第１四
半期の受注高および売上高に入札商談マイクロソフト社製アプリケーションライセンス 25億 78百
万円が含まれていることによるものです。 
ソリューションサービス部門は、受注高 59 億 13 百万円（前年同期比 93.2％）、売上高 42 億 24

百万円（前年同期比 97.7％）となりました。同部門の内訳としては、ソフトウェアサービスが、受
注高 30 億 40 百万円（前年同期比 95.9％）、売上高 20 億 82 百万円（前年同期比 100.0％）、保守サ
ービスが、受注高17億45百万円（前年同期比106.3％）、売上高14億40百万円（前年同期比99.4％）、
ネットワーク工事が、受注高 11 億 26 百万円（前年同期比 73.5％）、売上高７億２百万円（前年同
期比 88.5％）であります。 
この結果、当第１四半期連結会計年度の業績は、受注高 86 億 41 百万円、（前年同期比 71.5％）、

売上高 77億 54 百万円（前年同期比 79.1％）となりました。 
利益面につきましては、売上総利益改善、販売費及び一般管理費の抑制により、営業損失７億 73

百万円（前年同期営業損失９億 20 百万円）、経常損失７億 77 百万円（前年同期経常損失９億７百
万円）と前年同期比で経常赤字が縮小いたしました。なお、1億 84 百万円の繰延税金資産の取崩し
（法人税等調整額）により四半期純損失につきましては、９億 69 百万円（前年同期四半期純損失
９億 29 百万円）となりました。 

 
＜当社グループの四半期業績の特性について＞ 

情報サービス産業の特性として、ハードならびにシステムの導入および更新が年度の節目である
９月、３月に集中して計上される傾向にあるため、当社グループの売上高および利益は、第２四半
期、第４四半期に集中、増加する特性があります。 

 
２．連結財政状態に関する定性的情報 
(1) 資産、負債及び純資産の状況 

当連結第１四半期末の資産合計は、前連結会計年度末より43億71百万円減少し、182億73百万円
となりました。この主な要因は、前連結会計年度末に集中した売上に係る債権が当四半期連結会計
期間において順調に回収されたことにより受取手形及び売掛金が58億50百万円減少し、これにとも
ない現金及び預金が９億９百万円増加したことであります。また、受注残高の増加に伴い仕掛品が
６億60百万円増加いたしました。 
負債合計については、前連結会計年度末より34億41百万円減少し、150億49百万円となりました。

この主な要因は、前連結会計年度末に計上した仕入債務の支払いと第１四半期において仕入が比較
的低減するために支払手形及び買掛金が28億14百万円減少したこと、及び短期借入金が返済により
10億１百万円減少したことであります。 

 
(2) キャッシュ・フローの状況 

営業活動によるキャッシュ・フローは、19 億 21 百万円の収入となりました。これは主に売上債
権の減少による 58 億 50 百万円の収入、受注残高増加に伴うたな卸資産の増加による６億 60 百万
円の支出及び仕入債務の減少による 28 億 14 百万円の支出によるものであります。 
投資活動によるキャッシュ・フローは、４百万円の支出であり、主に投資有価証券等の取得によ

るものであります。 
財務活動によるキャッシュ・フローは、10 億８百万円の支出であり、主に短期借入金の返済によ

るものであります。 
これらの結果、当連結第１四半期末における現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度の期

末残高より９億８百万円増加し、21 億 41 百万円となりました。 
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３．連結業績予想に関する定性的情報 

業績予想は、平成 20 年 5月 15 日公表時から変更しておりません。 
当第１四半期の業績は、概ね計画どおり推移しておりますが、様々な要因によって予想数値と異

なる可能性があります。 
今後、何らかの変化がある場合には適切に開示してまいります。 

 
４．その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

該当事項はありません。 
 
(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

①たな卸資産については、前連結会計年度末の実地たな卸高を基準として算出した帳簿たな卸高
によっております。 

②固定資産の減価償却の算定方法は、年度予算に基づく年間償却予定額を期間按分する方法によ
っております。 

 
(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半
期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しておりま
す。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

②所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引にかかる方法に準じた
会計処理によっておりましたが、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号）及び
「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第16号）を当第１四半期
連結会計期間から早期適用し、通常の売買取引に係る会計処理によっております。 

 また、リース資産の減価償却の方法は、リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとして算
定する方法によっております。 

 なお、リース取引開始日が適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引につい
ては、期首に前連結会計年度末における未経過リース料残高又は未経過リース料期末残高相当
額（利息相当額控除後）を取得価額として取得したものとしてリース資産を計上する方法によ
っております。 
これによる損益に与える影響は軽微であります。 

③「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号）を当第１四半期連結会計期間か
ら適用し、評価基準については、原価法から原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）
に変更しております。 
これによる損益に与える影響はありません。 
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５．四半期連結財務諸表 

(1)四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円） 

    
当第１四半期連結会計期間末 

(平成 20 年６月 30 日) 

前連結会計年度末に係る 

要約連結貸借対照表 

(平成 20 年３月 31 日) 

資産の部  

  流動資産  

 現金及び預金 2,450  1,540  

 受取手形及び売掛金 5,690  11,541  

 機器及び材料 19  20  

 仕掛品 5,323  4,663  

 その他 339  473  

 貸倒引当金 △24  △6  

  流動資産合計 13,799  18,232  

  固定資産 

 有形固定資産 1,416  1,346  

 無形固定資産 191  211  

 投資その他の資産 

   投資有価証券 1,872  1,833  

   その他 1,083  1,110  

   貸倒引当金 △88  △88  

 投資その他の資産合計 2,867  2,855  

  固定資産合計 4,474  4,412  

資産合計 18,273  22,645  

負債の部   

  流動負債   

 支払手形及び買掛金 4,336  7,151  

 短期借入金 441  1,442  

 未払金 1,037  186  

 未払法人税等 9  88  

 賞与引当金 194  553  

 製品保証引当金 5  5  

 その他 948  1,095  

  流動負債合計 6,974  10,523  

  固定負債 

 長期借入金 210  210  

 退職給付引当金 7,680  7,607  

 役員退職慰労引当金 91  125  

 手数料返還引当金 23  24  

 負ののれん 0  0  

 その他 56  ―  

  固定負債合計 8,062  7,967  

負債合計 15,037  18,491  
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（単位：百万円） 

  
当第１四半期連結会計期間末 

(平成 20 年６月 30 日)  

前連結会計年度末に係る 

要約連結貸借対照表 

(平成 20 年３月 31 日) 

 

純資産の部 

  株主資本 

 資本金 3,654  3,654  

 資本剰余金 272  272  

 利益剰余金 △897  71  

 自己株式 △25  △24  

  株主資本合計 3,004  3,973  

  評価･換算差額等 

 その他有価証券評価差額金 137  92  

 繰延ヘッジ損益 △2  △3  

  評価･換算差額等合計 135  88  

  新株予約権 41  31  

  少数株主持分 42  59  

純資産合計 3,224  4,154  

負債純資産合計 18,273  22,645  
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(2)四半期連結損益計算書 

【第１四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

   
当第１四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 

至 平成20年6月30日） 

売上高 7,754 

売上原価 6,782 

売上総利益 972 

販売費及び一般管理費 1,745 

営業損失（△） △773 

営業外収益  

 受取利息 2 

 受取配当金 9 

 その他 5 

 営業外収益合計 17 

営業外費用  

 支払利息 8 

 支払手数料 5 

 持分法による投資損失 4 

 その他 2 

 営業外費用合計 20 

経常損失（△） △777 

特別利益  

 手数料返還引当金戻入額 0 

 特別利益合計 0 

特別損失  

 投資有価証券売却損 0 

 投資有価証券評価損 2 

 特別損失合計 2 

税金等調整前四半期純損失（△） △778 

法人税、住民税及び事業税 21 

法人税等調整額 184 

法人税等合計 205 

少数株主損失（△） △15 

四半期純損失（△） △969 
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(3)四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

   
当第１四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年６月30日） 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

 税金等調整前四半期純損失（△） △778 

 減価償却費 42 

 のれん償却額 0 

 賞与引当金の増減額（△は減少） △358 

 貸倒引当金の増減額（△は減少） 17 

 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △34 

 退職給付引当金の増減額（△は減少） 73 

 受取利息及び受取配当金 △11 

 支払利息 8 

 持分法による投資損益（△は益） 4 

 投資有価証券売却損益（△は益） 0 

 投資有価証券評価損益（△は益） 2 

 売上債権の増減額（△は増加） 5,850 

 たな卸資産の増減額（△は増加） △660 

 仕入債務の増減額（△は減少） △2,814 

 その他 659 

 小計 2,001 

 利息及び配当金の受取額 10 

 利息の支払額 △6 

 法人税等の支払額 △83 

 営業活動によるキャッシュ・フロー 1,921 

投資活動によるキャッシュ・フロー  

 定期預金の預入による支出 △0 

 投資有価証券の取得による支出 △5 

 投資有価証券の売却による収入 4 

 有形固定資産の取得による支出 △3 

 無形固定資産の取得による支出 △1 

 その他 1 

 投資活動によるキャッシュ・フロー △4 

財務活動によるキャッシュ・フロー  

 短期借入金の返済による支出 △1,000 

 長期借入金の返済による支出 △1 

 リース債務の返済による支出 △5 

 自己株式の取得による支出 △0 

 配当金の支払額 △0 

 少数株主への配当金の支払額 △1 

 財務活動によるキャッシュ・フロー △1,008 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 908 

現金及び現金同等物の期首残高 1,233 

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,141 
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当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第 12 号）及び「四半
期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。
また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

 

 (4)継続企業の前提に関する注記 

   該当事項はありません。 

 

(5)株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

   該当事項はありません。 

 

 

「参考資料」 

前四半期に係る財務諸表 

(1)（要約）四半期連結損益計算書 

  前第１四半期連結累計期間（平成 19 年４月１日～６月 30 日） 
   （単位：百万円） 

科目 

前年同四半期 

（平成 20 年３月期 

第１四半期） 

金額 

Ⅰ 売上高 9,797 

Ⅱ 売上原価 8,853 

売上総利益 944 

Ⅲ 販売費及び一般管理費 1,865 

営業損失（△） △920 

Ⅳ 営業外収益 34 

Ⅴ 営業外費用 21 

   経常損失（△） △907 

   税金等調整前四半期純損失（△） △907 

   税金費用 31 

少数株主損失（△） △10 

   四半期純損失（△） △929 
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(2)（要約）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

前第１四半期連結累計期間（平成 19 年４月１日～６月 30 日） 
（単位：百万円） 

区分 

前年同四半期 

（平成 20 年３月期 

第１四半期） 

金額 

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純損失 △907 

減価償却費 31 

のれん償却額 0 

賞与引当金の減少額 △317 

貸倒引当金の減少額 △5 

役員退職慰労引当金の減少額 △121 

退職給付引当金の減少額 △0 

受取利息及び配当金 △13 

支払利息 7 

持分法による投資損失 7 

売上債権の減少額 5,603 

たな卸資産の増加額 △974 

仕入債務の減少額 △768 

その他 554 

小計 3,095 

利息及び配当金の受取額 13 

利息の支払額 △3 

法人税等の支払額 △286 

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,818 

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー  

定期預金の預入れによる支出 △0 

投資有価証券取得による支出 △155 

投資有価証券売却による収入 231 

有形固定資産取得による支出 △7 

無形固定資産取得による支出 △4 

その他 △0 

投資活動によるキャッシュ・フロー 61 

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入れによる収入 600 

短期借入金の返済による支出 △600 

長期借入金の返済による支出 △31 

自己株式売買による収支 △1 

少数株主への配当金の支払額 △4 

財務活動によるキャッシュ・フロー △36 

Ⅳ 現金及び現金同等物の増加額 2,844 

Ⅴ 現金及び現金同等物の期首残高 1,239 

Ⅵ 現金及び現金同等物の期末残高 4,083 
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６．その他 

受注および販売の状況 
(1)連結受注実績 

（単位：百万円）  

 

 
(2)連結販売実績 

（単位：百万円）  

 

受注高 構成比 受注高 構成比 受注高 構成比

% % % % 

2,728 31.6 5,733 47.5 △52.4 18,842 41.8 

 ソフトウェアサービス 3,040 35.2 3,171 26.2 △4.1 14,171 31.5 

 保守サービス 1,745 20.2 1,642 13.6 6.3 6,145 13.6 

 ネットワーク工事 1,126 13.0 1,533 12.7 △26.5 5,896 13.1 

小　　　　計 5,913 68.4 6,347 52.5 △6.8 26,212 58.2 

8,641 100.0 12,080 100.0 △28.5 45,055 100.0 

期別 

 部門・品目

合　　　　計

ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ

ン

サ
ー

ビ
ス

 情報通信機器

前連結会計年度

(20.4.1～20.6.30) (19.4.1～19.6.30) (19.4.1～20.3.31)

当第１四半期
対前年同
期増減率

前第１四半期

金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比

% % % % 

3,530 45.5 5,472 55.9 △35.5 18,693 41.7 

 ソフトウェアサービス 2,082 26.8 2,082 21.2 △0.0 13,792 30.8 

 保守サービス 1,440 18.6 1,448 14.8 △0.6 6,324 14.1 

 ネットワーク工事 702 9.1 793 8.1 △11.5 5,982 13.4 

小　　　　計 4,224 54.5 4,325 44.1 △2.3 26,098 58.3 

7,754 100.0 9,797 100.0 △20.9 44,791 100.0 

 情報通信機器

ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ

ン

サ
ー

ビ
ス

合　　　　計

前連結会計年度

(20.4.1～20.6.30) (19.4.1～19.6.30) (19.4.1～20.3.31)

期別 
対前年同
期増減率

 部門・品目

当第１四半期 前第１四半期
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（財）財務会計基準機構会員 

【訂正前】 

平成 21 年３月期 第１四半期決算短信 

平成 20 年７月 30 日 
 
上 場 会 社 名 大興電子通信株式会社      上場取引所 東証二部 
コ ー ド 番 号 8023                ＵＲＬ  http://www.daikodenshi.jp/ 
代 表 者 (役職名)代表取締役社長      (氏名)高橋正道 
問合せ先責任者 (役職名)執行役員管理本部副本部長 (氏名)荻田修    TEL(03)3266-8111 
四半期報告書提出予定日 平成 20 年８月 14 日 
 
 

(百万円未満切捨て) 

１．平成 21 年３月期第１四半期の連結業績(平成 20 年４月１日～平成 20 年６月 30 日) 
(1)連結経営成績（累計） (％表示は対前年同四半期増減率) 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四 半 期 純 利 益

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

21 年３月期第１四半期

20 年３月期第１四半期

7,754 

9,797 

－ 

36.5 

△776

△923

－ 

－ 

△780

△910

－ 

－ 

△975 

△931 

－ 

－ 

  

 
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

 円  銭 円  銭 

21 年３月期第１四半期

20 年３月期第１四半期

△78 29 

△74  72 

－ 

－ 

 
(2)連結財政状態 

  総 資 産 純 資 産 自己資本比率 １株当たり純資産

  百万円 百万円 ％ 円  銭

21 年３月期第１四半期

20 年３月期 

18,291 

22,668 

3,241 

4,177 

17.3 

18.0 

253 38 

327 95 

（参考）自己資本 21 年３月期第１四半期 3,156 百万円   20 年３月期 4,086 百万円 
 
 

２．配当の状況 

  １株当たり配当金 

（基準日） 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 年間 

 円  銭 円  銭 円  銭 円  銭 円  銭 

20 年３月期 － － － － 0 00 

21 年３月期 －     

21 年３月期（予想）  0 00 － 0 00 0 00 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無 ： 無 

 

 

３．平成 21 年３月期の連結業績予想（平成 20 年４月１日～平成 21 年３月 31 日） 
 （％表示は、通期は対前期、第２四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率） 

 
売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期 
連結累計期間 

19,600 － △110 － △100 － △170 － △13 64 

通期 42,300 △5.6 325 218.5 356 247.3 124 － 9 95 

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無 : 無 
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４．その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

 

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用    ： 有 

(注)詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。 

 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表

作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有  

② ①以外の変更        ： 無  

(注)詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。 

 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数 

(自己株式を含む) 

21 年３月期第１四半期 12,561,219 株 20 年３月期 12,561,219 株

② 期末自己株式数 21 年３月期第１四半期 102,151 株 20 年３月期 101,449 株

③ 期中平均株式数 

(四半期連結累計期間) 

21 年３月期第１四半期 12,459,489 株 20 年３月期第１四半期 12,470,352 株

 
 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

１、上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき算出したものであり、実際の業績は

今後さまざまな要因によって異なる結果となる可能性がありますことをご承知おきください。 

２、当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第 12 号）及び「四半期財務諸

表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 14 号）を適用しております。また、「四半期

連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

大興電子通信㈱（8023）平成21年３月期 第１四半期決算短信

2



【定性的情報・財務諸表等】 
１．連結経営成績に関する定性的情報 

当第１四半期連結会計年度におけるわが国経済は、原油価格・原材料高騰等の影響により、消費
者物価の値上がりによる個人消費の落ち込みが顕著となり、景気は減速傾向を強めました。 
当情報サービス業界におきましては、このような経済情勢のもと、依然として受注獲得競争や価

格競争の激化などもあり、経営環境は厳しい状況が続いております。 
こうした環境のなか､当社グループは利益率向上を目的として、成長性の高い中堅企業向けのビ

ジネスに経営資源を集中することで、効率的に利益を生み出す体制を整えてまいりました。 
部門別に概観いたしますと、情報通信機器部門は、受注高 27 億 28 百万円（前年同期比 47.6％）、

売上高 35億 30 百万円（前年同期比 64.5％）と前年同期比で減少いたしましたが、これは前第１四
半期の受注高および売上高に入札商談マイクロソフト社製アプリケーションライセンス 25億 78百
万円が含まれていることによるものです。 
ソリューションサービス部門は、受注高 59 億 13 百万円（前年同期比 93.2％）、売上高 42 億 24

百万円（前年同期比 97.7％）となりました。同部門の内訳としては、ソフトウェアサービスが、受
注高 30 億 40 百万円（前年同期比 95.9％）、売上高 20 億 82 百万円（前年同期比 100.0％）、保守サ
ービスが、受注高17億45百万円（前年同期比106.3％）、売上高14億40百万円（前年同期比99.4％）、
ネットワーク工事が、受注高 11 億 26 百万円（前年同期比 73.5％）、売上高７億２百万円（前年同
期比 88.5％）であります。 
この結果、当第１四半期連結会計年度の業績は、受注高 86 億 41 百万円、（前年同期比 71.5％）、

売上高 77億 54 百万円（前年同期比 79.1％）となりました。 
利益面につきましては、売上総利益改善、販売費及び一般管理費の抑制により、営業損失７億 76

百万円（前年同期営業損失９億 23 百万円）、経常損失７億 80 百万円（前年同期経常損失９億 10 百
万円）と前年同期比で経常赤字が縮小いたしました。なお、1億 86 百万円の繰延税金資産の取崩し
（法人税等調整額）により四半期純損失につきましては、９億 75 百万円（前年同期四半期純損失
９億 31 百万円）となりました。 

 
＜当社グループの四半期業績の特性について＞ 

情報サービス産業の特性として、ハードならびにシステムの導入および更新が年度の節目である
９月、３月に集中して計上される傾向にあるため、当社グループの売上高および利益は、第２四半
期、第４四半期に集中、増加する特性があります。 

 
２．連結財政状態に関する定性的情報 
(1) 資産、負債及び純資産の状況 

当連結第１四半期末の資産合計は、前連結会計年度末より43億77百万円減少し、182億91百万円
となりました。この主な要因は、前連結会計年度末に集中した売上に係る債権が当四半期連結会計
期間において順調に回収されたことにより受取手形及び売掛金が58億50百万円減少し、これにとも
ない現金及び預金が９億９百万円増加したことであります。また、受注残高の増加に伴い仕掛品が
６億56百万円増加いたしました。 
負債合計については、前連結会計年度末より34億41百万円減少し、150億49百万円となりました。

この主な要因は、前連結会計年度末に計上した仕入債務の支払いと第１四半期において仕入が比較
的低減するために支払手形及び買掛金が28億14百万円減少したこと、及び短期借入金が返済により
10億１百万円減少したことであります。 

 
(2) キャッシュ・フローの状況 

営業活動によるキャッシュ・フローは、19 億 21 百万円の収入となりました。これは主に売上債
権の減少による 58 億 50 百万円の収入、受注残高増加に伴うたな卸資産の増加による６億 56 百万
円の支出及び仕入債務の減少による 28 億 14 百万円の支出によるものであります。 
投資活動によるキャッシュ・フローは、４百万円の支出であり、主に投資有価証券等の取得によ

るものであります。 
財務活動によるキャッシュ・フローは、10 億８百万円の支出であり、主に短期借入金の返済によ

るものであります。 
これらの結果、当連結第１四半期末における現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度の期

末残高より９億８百万円増加し、21 億 41 百万円となりました。 
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３．連結業績予想に関する定性的情報 

業績予想は、平成 20 年 5月 15 日公表時から変更しておりません。 
当第１四半期の業績は、概ね計画どおり推移しておりますが、様々な要因によって予想数値と異

なる可能性があります。 
今後、何らかの変化がある場合には適切に開示してまいります。 

 
４．その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

該当事項はありません。 
 
(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

①たな卸資産については、前連結会計年度末の実地たな卸高を基準として算出した帳簿たな卸高
によっております。 

②固定資産の減価償却の算定方法は、年度予算に基づく年間償却予定額を期間按分する方法によ
っております。 

 
(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半
期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しておりま
す。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

②所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引にかかる方法に準じた
会計処理によっておりましたが、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号）及び
「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第16号）を当第１四半期
連結会計期間から早期適用し、通常の売買取引に係る会計処理によっております。 

 また、リース資産の減価償却の方法は、リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとして算
定する方法によっております。 

 なお、リース取引開始日が適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引につい
ては、期首に前連結会計年度末における未経過リース料残高又は未経過リース料期末残高相当
額（利息相当額控除後）を取得価額として取得したものとしてリース資産を計上する方法によ
っております。 
これによる損益に与える影響は軽微であります。 

③「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号）を当第１四半期連結会計期間か
ら適用し、評価基準については、原価法から原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）
に変更しております。 
これによる損益に与える影響はありません。 
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５．四半期連結財務諸表 

(1)四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円） 

    
当第１四半期連結会計期間末 

(平成 20 年６月 30 日) 

前連結会計年度末に係る 

要約連結貸借対照表 

(平成 20 年３月 31 日) 

資産の部  

  流動資産  

 現金及び預金 2,450  1,540  

 受取手形及び売掛金 5,690  11,541  

 機器及び材料 19  20  

 仕掛品 5,343  4,686  

 その他 325  473  

 貸倒引当金 △24  △6  

  流動資産合計 13,804  18,255  

  固定資産 

 有形固定資産 1,416  1,346  

 無形固定資産 191  211  

 投資その他の資産 

   投資有価証券 1,872  1,833  

   その他 1,083  1,110  

   貸倒引当金 △88  △88  

 投資その他の資産合計 2,867  2,855  

  固定資産合計 4,474  4,412  

資産合計 18,278  22,668  

負債の部   

  流動負債   

 支払手形及び買掛金 4,336  7,151  

 短期借入金 441  1,442  

 未払金 1,037  186  

 未払法人税等 9  88  

 賞与引当金 194  553  

 製品保証引当金 5  5  

 その他 948  1,095  

  流動負債合計 6,974  10,523  

  固定負債 

 長期借入金 210  210  

 退職給付引当金 7,680  7,607  

 役員退職慰労引当金 91  125  

 手数料返還引当金 23  24  

 負ののれん 0  0  

 その他 56  ―  

  固定負債合計 8,062  7,967  

負債合計 15,037  18,491  
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（単位：百万円） 

  
当第１四半期連結会計期間末 

(平成 20 年６月 30 日)  

前連結会計年度末に係る 

要約連結貸借対照表 

(平成 20 年３月 31 日) 

 

純資産の部 

  株主資本 

 資本金 3,654  3,654  

 資本剰余金 272  272  

 利益剰余金 △880  95  

 自己株式 △25  △24  

  株主資本合計 3,021  3,997  

  評価･換算差額等 

 その他有価証券評価差額金 137  92  

 繰延ヘッジ損益 △2  △3  

  評価･換算差額等合計 135  88  

  新株予約権 41  31  

  少数株主持分 42  59  

純資産合計 3,241  4,177  

負債純資産合計 18,278  22,668  
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(2)四半期連結損益計算書 

【第１四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

   
当第１四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 

至 平成20年6月30日） 

売上高 7,754 

売上原価 6,786 

売上総利益 968 

販売費及び一般管理費 1,745 

営業損失（△） △776 

営業外収益  

 受取利息 2 

 受取配当金 9 

 その他 5 

 営業外収益合計 17 

営業外費用  

 支払利息 8 

 支払手数料 5 

 持分法による投資損失 4 

 その他 2 

 営業外費用合計 20 

経常損失（△） △780 

特別利益  

 手数料返還引当金戻入額 0 

 特別利益合計 0 

特別損失  

 投資有価証券売却損 0 

 投資有価証券評価損 2 

 特別損失合計 2 

税金等調整前四半期純損失（△） △782 

法人税、住民税及び事業税 21 

法人税等調整額 186 

法人税等合計 207 

少数株主損失（△） △15 

四半期純損失（△） △975 
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(3)四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

   
当第１四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年６月30日） 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

 税金等調整前四半期純損失（△） △782 

 減価償却費 42 

 のれん償却額 0 

 賞与引当金の増減額（△は減少） △358 

 貸倒引当金の増減額（△は減少） 17 

 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △34 

 退職給付引当金の増減額（△は減少） 73 

 受取利息及び受取配当金 △11 

 支払利息 8 

 持分法による投資損益（△は益） 4 

 投資有価証券売却損益（△は益） 0 

 投資有価証券評価損益（△は益） 2 

 売上債権の増減額（△は増加） 5,850 

 たな卸資産の増減額（△は増加） △656 

 仕入債務の増減額（△は減少） △2,814 

 その他 659 

 小計 2,001 

 利息及び配当金の受取額 10 

 利息の支払額 △6 

 法人税等の支払額 △83 

 営業活動によるキャッシュ・フロー 1,921 

投資活動によるキャッシュ・フロー  

 定期預金の預入による支出 △0 

 投資有価証券の取得による支出 △5 

 投資有価証券の売却による収入 4 

 有形固定資産の取得による支出 △3 

 無形固定資産の取得による支出 △1 

 その他 1 

 投資活動によるキャッシュ・フロー △4 

財務活動によるキャッシュ・フロー  

 短期借入金の返済による支出 △1,000 

 長期借入金の返済による支出 △1 

 リース債務の返済による支出 △5 

 自己株式の取得による支出 △0 

 配当金の支払額 △0 

 少数株主への配当金の支払額 △1 

 財務活動によるキャッシュ・フロー △1,008 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 908 

現金及び現金同等物の期首残高 1,233 

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,141 
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当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第 12 号）及び「四半
期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。
また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

 

 (4)継続企業の前提に関する注記 

   該当事項はありません。 

 

(5)株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

   該当事項はありません。 

 

 

「参考資料」 

前四半期に係る財務諸表 

(1)（要約）四半期連結損益計算書 

  前第１四半期連結累計期間（平成 19 年４月１日～６月 30 日） 
   （単位：百万円） 

科目 

前年同四半期 

（平成 20 年３月期 

第１四半期） 

金額 

Ⅰ 売上高 9,797 

Ⅱ 売上原価 8,855 

売上総利益 941 

Ⅲ 販売費及び一般管理費 1,865 

営業損失（△） △923 

Ⅳ 営業外収益 34 

Ⅴ 営業外費用 21 

   経常損失（△） △910 

   税金等調整前四半期純損失（△） △910 

   税金費用 31 

少数株主損失（△） △10 

   四半期純損失（△） △931 
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(2)（要約）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

前第１四半期連結累計期間（平成 19 年４月１日～６月 30 日） 
（単位：百万円） 

区分 

前年同四半期 

（平成 20 年３月期 

第１四半期） 

金額 

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純損失 △910 

減価償却費 31 

のれん償却額 0 

賞与引当金の減少額 △317 

貸倒引当金の減少額 △5 

役員退職慰労引当金の減少額 △121 

退職給付引当金の減少額 △0 

受取利息及び配当金 △13 

支払利息 7 

持分法による投資損失 7 

売上債権の減少額 5,603 

たな卸資産の増加額 △971 

仕入債務の減少額 △768 

その他 554 

小計 3,095 

利息及び配当金の受取額 13 

利息の支払額 △3 

法人税等の支払額 △286 

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,818 

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー  

定期預金の預入れによる支出 △0 

投資有価証券取得による支出 △155 

投資有価証券売却による収入 231 

有形固定資産取得による支出 △7 

無形固定資産取得による支出 △4 

その他 △0 

投資活動によるキャッシュ・フロー 61 

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入れによる収入 600 

短期借入金の返済による支出 △600 

長期借入金の返済による支出 △31 

自己株式売買による収支 △1 

少数株主への配当金の支払額 △4 

財務活動によるキャッシュ・フロー △36 

Ⅳ 現金及び現金同等物の増加額 2,844 

Ⅴ 現金及び現金同等物の期首残高 1,239 

Ⅵ 現金及び現金同等物の期末残高 4,083 
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６．その他 

受注および販売の状況 
(1)連結受注実績 

（単位：百万円）  

 

 
(2)連結販売実績 

（単位：百万円）  

 

 

 

受注高 構成比 受注高 構成比 受注高 構成比

% % % % 

2,728 31.6 5,733 47.5 △52.4 18,842 41.8 

 ソフトウェアサービス 3,040 35.2 3,171 26.2 △4.1 14,171 31.5 

 保守サービス 1,745 20.2 1,642 13.6 6.3 6,145 13.6 

 ネットワーク工事 1,126 13.0 1,533 12.7 △26.5 5,896 13.1 

小　　　　計 5,913 68.4 6,347 52.5 △6.8 26,212 58.2 

8,641 100.0 12,080 100.0 △28.5 45,055 100.0 

期別 

 部門・品目

合　　　　計

ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ

ン

サ
ー

ビ
ス

 情報通信機器

前連結会計年度

(20.4.1～20.6.30) (19.4.1～19.6.30) (19.4.1～20.3.31)

当第１四半期
対前年同
期増減率

前第１四半期

金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比

% % % % 

3,530 45.5 5,472 55.9 △35.5 18,693 41.7 

 ソフトウェアサービス 2,082 26.8 2,082 21.2 △0.0 13,792 30.8 

 保守サービス 1,440 18.6 1,448 14.8 △0.6 6,324 14.1 

 ネットワーク工事 702 9.1 793 8.1 △11.5 5,982 13.4 

小　　　　計 4,224 54.5 4,325 44.1 △2.3 26,098 58.3 

7,754 100.0 9,797 100.0 △20.9 44,791 100.0 

 情報通信機器

ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ

ン

サ
ー

ビ
ス

合　　　　計

前連結会計年度

(20.4.1～20.6.30) (19.4.1～19.6.30) (19.4.1～20.3.31)

期別 
対前年同
期増減率

 部門・品目

当第１四半期 前第１四半期
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